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私たちは、患者さまの人権を尊重し、思いやりの心をもって安全で納得して
いただける患者様中心の医療を目指します。 

私たちは、急性期の地域医療を基盤として質の高い総合的な専門医療を提供する
と共に、関係医療機関と密接な連携をもつ地域完結型医療を目指します。 
 私たちは、健全な病院経営を心がけ、患者様がより良い医療が受けられ、 
地域で選ばれる病院になるべく日々努力していきます。 
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院 長 の こ と ば  

病院長　高橋　俊毅 新病院に期待するもの、果たすべき事 

　平成22年2月竣工、4月1日開院、診療開始に向けて新しい病院の建築工事は順調に進行しています。

地域医療支援病院に指定され、新病院で横浜市南西部地域中核病院となる当院は、神奈川県保健医

療計画に基づく地域の脳卒中やがん、糖尿病などの医療連携ネットワークに参加し、提供する「医

療の安全と質」の向上にこれまで以上に積極的に取り組む予定です。入院への特化（専門外来の強

化、救急・紹介重視型外来）とかかりつけ医との連携、退院時調整専任看護師（長）の増員や地域

連携クリティカルパスの活用などで地域での医療連携を深め、特定検診やがんの二次検診への協力

も視野に入れます。横浜市南西部地域中核病院として中田宏横浜市長との協定では、①救命救急医

療（救命救急センター）②二次救急医療（横浜市小児救急医療拠点病院）③初期救急医療（内科・

小児科の24時間365日受け入れ）④周産期医療（NICUをもつ地域周産期母子医療センター）⑤救命

救急センターの受け皿としての精神科医療 ⑥精神科合併症医療（他院からの合併症患者の受け入れ）

⑦災害医療（災害医療拠点病院）⑧エイズ医療（エイズ治療拠点病院）⑨その他（病院機能評価の

認定等）が要望されています。 

　新病院は免震構造７階建て、510床（個室30％）、診療科27科、10病棟、医師90名、後期研修医・

レジデント18名、初期研修医16名、看護師449名、7:1看護体制、救命救急センターを核とした急性期

型高度総合病院として三次までの地域完結型医療を行います。病棟は機能および臓器別センター方

式として、救命救急センター（ICU/CCU 10床）、脳神経センター（SCU 3床）、消化器センター、

循環器センター（HCU 8床）、母子センター（NICU 6床　GCU 4床）、総合地域医療センター、呼

吸器・リウマチ・膠原病センター、骨・運動器センター、精神神経センターなどとなります。その

他の部門として、①リハビリテーション部　②血液浄化・透析センター　③MEセンター　④TQM

センター（医療安全管理室、地域医療連携室、退院時調整、医療相談・MSW、MA、ICT、NST、

摂食嚥下、褥瘡、疼痛・緩和医療、診療録管理室、セカンドオピニオンなど）　⑤中央診断部（

FMS方式の臨床検査部門、 放射線・核医学部門、超音波、内視鏡　⑥中央診療部、中央手術部、放

射線治療部　⑦中央材料部　⑧教育研修部 ⑨臨床研究部（1部5室、治験管理室を含む）⑩栄養管理

部　⑪事務部（２課１室制、企画課、経営企画室、管理課）などを予定しています。医療の質向上

と安全を保障し患者サービス向上や職場環境の改善のために、医療情報の提供や管理面では電子カ

ルテまでを整備し、院内横断的組織としてのTQMセンターの機能的活動強化をはかり、職員の職場

改善運動（QC活動）などを奨励します。提供する医療レベルの向上のために7：1看護体制を維持し、

スキルアップラボを創設（パイピング、シミュレーショングッズの整備）し、医師、看護師、薬剤

師、放射線技師、検査技師、PT、ST、MEなど多くの職種の増員に努め、教育研修部などで研修医

や新人はもとより全職員の研修指導体制を強化します。 

　平成21年度は病院建築の順調な行程と質管理、電子カルテまでの新病院運営マニュアルの策定、

シミュレーションや綿密な計画を策定してスムースな移行を準備する極めて大事な年となります。

行政や医療関係者、そして住民の方々には新病院開院にさらなるご協力をお願いします。 



事務部長　佐藤　達生 

就 任 ご 挨 拶  
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　4月1日付で、千田前事務部長の後任として着

任いたしました佐藤でございます。前任地は、

当院と同じように新病院建設中であり、本年10

月に開院予定の高崎病院です。開院前の慌ただ

しい時期を過ごしていた折りの当院への配置換

でしたが、偶然にも同じような仕事を継続的に

させていただけることにたいへん嬉しく思って

います。 

　当院は新病院整備に伴い、横浜市の中核病院

整備事業における南西部地域中核病院に位置付

けられ、横浜市民の健康と生命を守る病院とし

ての期待を、これまで以上に担い発揮していくことが求められています。 

　このような周囲の環境の中で取り組むべきことは、21年度の事業計画の着実な推進とともに、22

年4月の新病院開院に向けた新病院の順調な完成と、事故の無い移転作業、そして電子カルテシステ

ムなど新規の運営技術の円滑な運用開始準備です。また、これら以外にも新病院への課題は山積し

ています。 

　着任して1日を過ごす毎に増してくるのは、開院までの1年間に果たすべき事務部長としての責任

の重さです。この責任の重さをやり甲斐に転換させ、リーダーである高橋院長のもと、職員皆様方

一人ひとりの力の結集を頂きながら、長い年数多くの諸先輩方が夢に描いてきた新病院の完成・運

営スタートに向けて全精力を注いでいきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

集中管理部長　鈴木　宏昌 

　昭和の時代に勤務し、4月より21年ぶりに当院に戻った麻酔科の鈴木です。

勤務して一週間、建物は当時のままですが(ドリームランドはなくなり、

桜の木は減りましたが）、病院の業務内容は大きく変遷したのを感じます。 

　この間、麻酔科医の業務内容も大きく変遷しました。いまや麻酔科医は

手術麻酔だけでなく集中治療や救急医療、ペインクリニックや緩和医療等

々の分野に力を発揮しています。一方、急速な手術件数の増加および業務拡

張は麻酔科医の過重負担となり麻酔科医不足をまねいたことも事実です。

私の出身母体である横浜市立大学麻酔科は、260名以上の麻酔科医が参加

する全国でも有数の組織です。この全面協力の元、来年稼動する新病院で

は上記各分野に可能な限り多くの麻酔科医を配置し、個々の医師の負担軽減と病院の能力向上に寄

与したいと考えています。麻酔科医は病院の中枢機能を担う役割を負っています。ご理解とご協力

をお願いいたします。 

 

 



神経内科部長　高橋　竜哉 

就 任 ご 挨 拶  

退 職 の ご 挨 拶 
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　此の度、平成21年4月から神経内科部長に赴任致しました高橋竜哉（たか

はし たつや）と申します。これ迄、横浜市立港湾病院、横浜市立大学附属市

民総合医療センターで培って来た経験を最大限に生かして本病院に貢献出来

れば本望です。 

　特に力を入れている分野が4つ有ります。一つは脳卒中です。適応のある

超急性期脳梗塞患者は血栓溶解療法を受ける事が出来、時に驚く程改善しま

すが、此の治療を行う為には発症後2時間以内の来院が必須です。現在病院

毎の血栓溶解療法や脳卒中専門医診療の可否がリアルタイムで判る「脳卒中

カレンダー」を市全域で運用中で、当院は24時間365日何れも可能な施設と

して中心的な役割を果たして居ります。二つ目は日本頭痛学会専門医としての頭痛診療、三つ目は

多発性硬化症や重症筋無力症、ギラン・バレー症候群などの神経免疫疾患に対する専門的な治療、

四つ目はパーキンソン病や脊髄小脳変性症、多系統萎縮症などの神経難病に対する検査入院です。

脳・脊髄・末梢神経・筋について幅広く診て行きますので今後共どうぞ宜しく御願い申し上げます。 

前事務部長　千田　隆夫 

　初めての湘南勤務に胸躍らせ着任した平成18年7月が、つい先日のように感じるのは、皆さんと共

に苦労しながらも楽しい日々を送ることが出来た、私の想い出からでしょうか。振り返れば走馬燈

の如く眼前に見えてくる1000日を超える日々の日記帳。 

  新病院建築に向け、是が非でも確保せねばならない患者数確保のため、暑い8月の夏日に高橋院長

から三日間に亘り全職員に熱く語り続けた新病院の夢。これを機に、念願の事業計画を達成し翌年

への弾みとなった年でもありました。 

　同じ頃、大型看護学校建築が地域住民の皆様に十分な説明が出来ず着工が遅れ、新入生の教室が

確保できない状況から、何度と無く説明会を開催し地域住民の皆様にご理解を得ることができ、一

ヶ月に及ぶ体育館での授業となったが開校に間にあったこと。 

　横浜市と交わした幾たびの議論から、新病院の開院に合わせ、横浜市南西部地域中核病院に位置

づけられ、正に地域に根ざした病院として今まで以上の期待に応えて歩まねばならぬこと。 

　基本設計の承認から各部会でのヒヤリングを踏まえ実施設計の承認まで予想外の日数を要したこ

と。物価高騰の影響から再度入札となり、価格も法外の額となり幾度と無く本部との償還計画に議

論したこと。書きたい事柄が多く原稿スペース不足となりそうですが、やはり楽しい思い出が多い

のは、皆さんと一堂に会した学校体育館での想い出。納涼祭、忘年会、歓送迎会、登録医大会…な

ど。そうだ、県外まで遠征した野球やスキーもあった。ＯＢとのゴルフも…。 

　本当に数多くの楽しい思い出をくれた横浜医療センターの皆さんに感謝し、夢の実現が目前の新

病院開院を祈念し、退任の挨拶とします。大変お世話になりました。そして、有り難うございました。 



　みなさん、こんにちは。当院は戸塚駅東口か

ら4分ほどの上倉田町のビルの2階にあります。

平成10年4月に開業させていただいて11年にな

ります。柏尾川の桜がきれいに咲くと、開業し

た頃のことを思い出します。 

　眼科一般外来の診療をしておりますが、特に

緑内障の早期発見、小児眼科に力を入れていま

す。眼は体の中ではとっても小さな臓器ですが、

視覚から得られる情報は重要です。以前、緑内

障は眼圧（眼の硬さ）が高いものと定義されて

いましたが、今では眼圧の高くない正常眼圧緑

内障が多いことが知られています。また、さまざまな病気の治療においても、以前とは全く考

え方が変わってきているものも多くあります。受診の際には何でも聞いてください。 

　また心の悩みをお持ちの方（大人も子供も）が多い社会になって来ていると、日々の診療で

感じています。人と人とのつながりが大切ではないでしょうか。患者さん自身のことに限らず、

ご家族のこともお話しできることが、開業医になってからの喜びと感じています。｠ 

　横浜医療センター眼科には手術が必要な方や、特殊な治療が必要な方を紹介しお世話になっ

ております。また脳外科や内科の先生方にもお願いすることも多く、ありがとうございます。

横浜でも病院の医師不足が始まっています。地域医療の質を守るためには、横浜医療センター

との連携をより良いものにする必要があります。横浜医療センターには高度な治療に専念して

いただけるように、私も微力ながら努力いたしますので今後ともよろしくお願いいたします。 

 

地 域 医 療 連 携  
病 診 連 携 施 設 紹 介  

まとば眼科 

ま と ば 眼 科 

〒245-0061　神奈川県横浜市戸塚区上倉田町447-1 2F
TEL 045-866-1888
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的場　博子 院長（右から2人目） 

診療科目：眼科 

診療時間　   9：00～12：30  月･火･木･金・土 
　　　　　 15：00～18：30　月･火･木･金 

休  診  日　水曜日、日曜日、祝日、土曜日の午後 
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横浜医療センター症例検討会・研究会開催のお知らせ 
西横浜整形外科症例検討会 

開催日時 

開催場所 
連 絡 先  

毎月第3木曜日　午後 7時 ～ 

当院大会議室 
日塔整形外科部長 
045-851-2621（代） 

横浜藤沢消化器疾患研究会 

開催日時 

開催場所 
連 絡 先  

毎月第2月曜日　午後 7時 ～ 

当院大会議室 
小松臨床研究部長・松島消化器科部長 
045-851-2621（代） 

各症例検討会・研究会にご興味をお持ちの先生は、 どなたでも参加を歓迎いたしますので、ご連絡下さい。 

母子医療センター部長　中村秋彦 ～当院での産科医療病診連携システム～ 
　産科医の不足やお産を取り扱う医療施設の減少など産科を取り巻く医療体制が危機にあると言わ

れています。現在も改善される見通しが付いているとは言えません。しかしそんな中でもいろいろ

な取り組みがなされつつあります。セミオープンシステムや院内助産院、助産師外来、院外助産院

の活用などです。当院での取り組みを説明します。 

　総合病院では個人経営の医療施設に比べハイリスクの妊娠・分娩がどうしても増えます。そこで

働く医療スタッフは大きな負担を抱える事になります。病に倒れたり、燃え尽きたりして職場を去

る人も多いのです。当院の産婦人科のスタッフは医師が５名、助産師が２４名ですが、婦人科の手

術をこなしながらの診療ですから充分とは言えず、ぎりぎりの人数で運営されています。現在当院

では分娩予約を月７０件に制限しています。それでも平成20年度の分娩数は前年度に比べ100件程増

加していますし、21年度はさらに100件程増加する事が見込まれています。 

　限られたスタッフでより多くの分娩を引き受けるため、当院では近隣の分娩を取り扱わない医療

施設との協力体制を組む事としました。リスクの少ない妊婦さんの妊娠管理は近隣の医院やクリニ

ックでして頂きます。リスクの高い妊婦さんの健診、夜間休日の異常、分娩は当院で担当させてい

ただくという考え方です。具体的にはまず近隣の連携施設を受診して頂きます。胎児心拍の確認後

その医療施設から分娩の予約と妊娠20週付近での受診予約をFAXで取って頂きます。妊娠34週以降

の健診および分娩は当院でして頂きます。このようにしてより多くの妊娠・分娩を取り扱う事が出

来ればと考えています。 

　現在約50％の妊婦さんにこのようなシステムを利用して頂いております。スムーズに安心して妊

娠・分娩をして頂けるように、関連医療施設との間で連絡会議を定期的に持つこととしていますし、

連絡を密にするよう連携票の作成に着手するなどの試みを始めています。 

　妊娠している方に是非お願いします。まず近隣の医療施設で妊娠の診断を受けて下さい。そこか

らこのシステムが始まります。この近辺で協力して頂いている施設は「わかば医院（原宿）」「新

井産婦人科内科医院（湘南台）」「伊東医院（矢部町）」「黒川医院(善行)」「横井レディースクリ

ニック（大船）」「聖ローザクリニック（東戸塚）」「エビナ医院（長沼町）」「和泉クリニック

（和泉町）」「柳沢産科婦人科医院（上郷）」「腰越中央医院（鎌倉）」「岩上レディースクリニ

ック（港南台）」「ブルックスレディースクリニック（戸塚町）」などですが、もちろん他の医療

機関でも可能です。是非ご相談してみて下さい。 

お知らせコーナー 
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横浜医療センター附属　横浜看護学校第44回生一同 看護学校卒業式 

お知らせコーナー 

　平成21年3月5日、私たち44回生は無事に卒業式を迎えることができました。入学当初より少ない人数で

スタートした学校生活も、今ではあっと間にすぎていったような気がします。私たち44回生20名は少ない

人数ながら一人一人の個性が強く、団結力はどの学年にも負けない強さをもっていました。クリスマスコ

ンサートや合唱コンサートなどに進んで参加し、患者様に喜んでいただけるように演技などを取り入れる

ことで、大成功を収めることができました。さらに皆で一致団結して行ったことで、仲間とのより深い信

頼関係を築くことができました。 

　2年生になって本格的な臨地実習が始まると、患者様との接し方や看護について悩み何度も壁に突き当た

ることがあり、その度に自分の夢を諦めかけそうになりました。しかし、その時に一番近くで誰にも言えな

い悩みを聞き、いつも親身になって相談に乗りアドバイスをくれたのは、44回生の仲間でした。3年間の学校

生活では看護の大切さだけでなく、仲間を大切にする心を学ぶ事ができました。今後も一人一人がそれぞれ

の道で活躍できるよう、皆で支え合いながら頑張っていこうと思います。 

　今回無事に卒業を迎えることができたのは、いつもすぐ側で的確な指導をしてくださった教員の先生、

慣れない臨床の現場で優しく手を差し伸べ、看護の大切さや必要

性を教えて下さったスタッフの方々の支えのおかげだと感謝して

います。卒業後は就職や進学とそれぞれ道は違いますが、横浜看

護学校の44回生として卒業したことを誇りに持ち、看護師目指そ

うと決めた時の初心を忘れず、この学校で学んだことを土台にし

て、日々前進していこうと思います。今後も患者様のニーズに添

い、より深く質の高い看護を提供できるように励んで行きたいと思

いますので、温かい目で私たちの成長を見守っていてください。 

　今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

管理課長　室伏　勝俊 横浜医療センターＯＢ会（「よこはま会」）発会式開催 
　予てからＯＢの医師等から要望の強かった全職員を対象とした職種横断の「よこはま会」を設立、3月7日（土）

に発会式を行いました。 

　当日は前日までの雨も上がり、温かい日和で晴天に恵まれての開催となり、小坂名誉院長を始め、三木前

院長、加勢・加藤元部長、元東京女子医大学長であった林先生、阿津・糸川元看護部長等、63名のＯＢの方

々が出席され、現職を含め85名が参加しました。 

　設立総会では高橋院長の挨拶に始まり、千田事務部長からＯＢ会設立の趣旨・会則の説明があり、会則・役員

案等について出席者の承認を受けた後、会長の三木先生の挨拶、事務部長から新病院整備等病院の現況につい

て説明を行いました。 

  また、金子先生から在職当時（昭和30年～50年代まで）の横浜病院の懐かしい写真を使った想い出につい

て紹介があり、当時在職された方々から感嘆の言葉が聞かれました。 

　続いて、看護学校体育館で記念撮影の後、1Ｆホールで懇親会を行い、盛大なうちに終了しました。 

　地域医療連携でお世話になっている先生方のみならず、事務・看護・コ

ディカルを含め、旧交を温める良い機会となりました。 

　今回は、従来の事務部の「横浜会」を拡大し、医師は名簿登録者、その

他は独法移行前の平成15年以降に転・退職された方々を対象に案内状

を送付したが、今後は入会希望の方々を順次追加し、来年の新棟完成

時にＯＢ向けに「お披露目会」を行う目的も含め、名簿登録者の拡大

を図っていく予定です。 

　皆様の積極的会員参加をお願いします。 

行 事 紹 介  

発会式の様子 

卒業式記念写真 
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西５階病棟（がん性疼痛看護認定看護師）　　 
　　　　　　　　　　　　　星野　睦美 

第3回横浜医療センター緩和ケア研究会 
　第3回横浜医療センター緩和ケア研究会主催の講演会が3月19日18時00分～19時30分に開催され、開業医

の先生方10名、院内より73名が参加しました。 

　講師は、在宅緩和ケアを実践されている横浜市都筑区の藤井クリニック院長藤井勇一先生をお招きして、

在宅における緩和ケアの具体的事例から、病院と地域診療所との連携の実際と連携する上での問題につい

てお話をお聞きしました。 

　日頃、私たちは患者様の退院がほぼ決定してから退院後の必要事項について説明・指導をしています。しか

し、入院当初から退院後を見据えて、患者・家族に在宅診療・緩和ケアの意向等を確認して進めることが重要

で、特に、がん患者様が在宅緩和ケアを希望する場合は、依頼先の医師や看護師と

十分に検討し、詳細な計画を立てて取り組むことの重要性も再認識しました。 

　今回、藤井勇一先生より教えて頂きましたことを今後の緩和ケアに活かせる

よう、地域の関係施設との連携を深めていきたと思います。最後になりましたが

横浜医療センターの緩和ケアチームは、がん患者様の痛み・苦痛をできるだけ

緩和できるよう活動しておりますので、気軽に医師・看護師相談してください。 

 

医師の人事異動 

講演の様子 
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お知らせコーナー 

研修医1年次　田中　悠介 

　今年の4月から横浜医療センターでお世話になっております、研修医1年目の田中悠介

と申します。縁あってこの病院での初期研修をさせて頂くことになりました。現在、消

化器内科を回らせて頂いておりますが、先生方をはじめ、看護師さんなどもとても優し

く接してくださり、また、手技的な治療・検査も数多くさせて頂けるためとても勉強にな

っています。このような病院で研修できることはとても幸せなことであり、精一杯努力

して成長していければと思っております。よろしくお願い致します。 

看護師　佐藤　郁実 

～私が横浜医療センターを選んだ理由～ 

　私は機構の看護学校を卒業後、保健師の資格取得のために大学に編入しました。実習

を通して自分には経験が必要だと思い看護師での就職を決めました。 

　横浜医療センターは地域連携室の設置や退院調整を業務とする師長さんを置いていま

す。地域に選ばれる病院になるという方針に魅力を感じました。就職試験の面接での

「夢を叶えるための第一歩を当院で踏み出してもらえたら私たちは力いっぱい応援しますよ」と院

長先生の言葉がとても心に残っています。将来、地域の人々に信頼され、地域に根ざした保健師に

なれるように当院で学んでいきたいです。 

診療放射線技師　遠藤　沙瑛子 

この春、大学を卒業し、平成21年4月1日より、診療放射線技師として勤務しております

遠藤沙瑛子と申します。 

　今は一般撮影部門で先輩方の教えを受けながら、接遇とポジショニングを勉強してい

ます。まだまだ、知識と技術不足で、患者さんを前にすると緊張してしまい、先輩に助

けていただいている毎日です。早く仕事を安心して任せられる技師となり、皆様のお役

に立てるよう努力していきたいと思います。よろしくお願いします。 

臨床検査技師　志村　幸大 

はじめまして。 

　4月より臨床検査科に配属になりました臨床検査技師の志村幸大と申します。 

　この春に大学を卒業したばかりの新人ですが、何にでも積極的に挑戦していきたいと

考えています。また、患者さんにとって良い医療を提供するため自分に何ができるかを

いつも考えながら検査の現場で働いていきたいと思っています。 

　まだまだかけだしですが、はやく一人前になれるよう頑張りますのでご指導よろしくお願いいた

します。 

4月を迎え多くの新人職員を迎えました。各職代表してご挨拶、抱負などを語っていただきました。 

新採用職員紹介 
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西2階病棟 看護師長　岡部 由美 

●今回は西2階病棟と 
　企画課医事の紹介です。 

病棟のスタッフ 

医事のスタッフ 

　当病棟は、小児病棟として小児科医師11名と看護職員30名の活気のある明るい病棟です入院患者は、全診療

科の小児を対象としており、未熟児室６床を含んでいます。また、横浜市の小児救急拠点病院として、365日

24時間救急入院患者を受け入れています。 

　一般小児では、喘息などのアレルギー疾患を多く受け入れており、食物負荷試験も実施しています。 

　未熟児室においては、妊娠32週からの児を対象に、呼吸管理・発育促進をすすめるとともに、家族への育児

支援も行っています。 

　未熟児室を退院し、時には熱を出して、また入院となる

場合も少なくありませんが、そのお子さん達の健やかな成

長・発達を見守りながら、やがて無事小児科を卒業してい

かれることが私たち小児看護に携わるものの喜びとなって

います。 

　わが子の急な入院のため、不安を抱いて来院するご家族

に対して、少しでも力になることができるよう心のこもっ

た看護を提供させて頂きたいと考えています。 

 

企画課医事 ニチイ学館フロントマネージャー　荒木　みさき 

　今日も笑顔で「おはようございます」。初診・再診受付、料金計算、入退院受付等で患者さまの対応をさせ

ていただいております、企画課医事のニチイ学館です。私たちは委託業者ですが、患者さまが病院に来院され

て最初にいらっしゃる窓口を任されているのですから、「病院の顔」と胸をはって言えるよう、研修等で接遇

マナーの向上に努めております。また、外来・入院の会計入力業務においては、２年ごとに改正される診療報

酬を正しく理解し、保険や公費医療の知識を深めて、正確かつ迅速に入力業務を行い、患者さまの待ち時間を

少しでも減らすよう心掛けております。患者さまと直に接することのない部署、診療録管理室で入院カルテの

管理をしているスタッフや、入院病棟でカル

テ・フィルム・書類等の整理をしているスタ

ッフもいます。 

　総勢53名、医師・看護師のように治療はで

きませんが、患者さまの痛みや辛さを少しで

も和らげることができればと、思いやりのあ

る心のこもった対応を心掛けてまいります。 

 

 

 

～地域に愛される小児病棟をめざして～ 



編
集
後
記 

　春になりあっという間に桜も散り、もう夏かなと思わせるような日が続いています。 

この4月、当院では100名を超す職員を新たに迎えました。 

　100名の中には、大ベテランもいれば、新卒で免許取りたての新人さんもいます。いま新人

は各職場に就き、先輩達に教育され、徐々に力を伸ばしているところです。 

　その新人と同様に、新病院建築工事も順調に進み、ぐんぐんと背を伸ばしています。両方と

もあとは中身をどう作っていくかですが、もちろんそれは我々職員の腕にかかっています。 

　ハードな一年到来っ、気を引き締めて乗り切りましょう!!　　　　　 庶務班長　鈴木美智子 

患者数等の動向 ～１日平均～ 
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※急患は随時受け付けます。来院前に病院にご連絡下さい。（TEL 045-851-2621） 
※紹介状又は、診療情報提供書をお持ちの方は、外来受付窓口にご提示下さい。 
※地域医療連携室　TEL 045-853-8355（月～金 8：30～17：00） 
　　　　　　　　　TEL 045-851-2621（時間外、土・日・祝日） 
　　　　　　　　　FAX 045-853-8356

お 知 ら せ 色つき部分が変更箇所となります。ご確認の上受診ください。 

平成21年4月1日～ 

　 
　　 
　 
　 
 
（写真右） 
戸塚は江戸時代には東海道の宿場として栄えており、旅籠の数も小田原に次ぐ
所で江戸より10里、小田原まで10里と中間点にあるため、江戸を朝立ちして戸
塚で泊まり翌朝小田原に向かって出発するので大変賑わった町でした。 
　又、現在の戸塚消防署とスルガ銀行戸塚支店の間は大商店が立ち並び、旅籠
や遊廓等が点在していました。 

独立行政法人 
国立病院機構 
独立行政法人 
国立病院機構 




